
著作権利用
許可区分

ダウンロード 印刷 二次利用

2-3-2
治験業務におけるチーム制導入の取り組み、

導入前後のスタッフの意識調査と考察

土居工 清水惠子 平山真由美 三宅綾野 小島菜穂子
大沢絵莉子 古川紗季 松﨑咲良 坂井萌 身崎昌美

聖路加国際病院 治験管理課

B × 〇 ×



著作権利用
許可区分

ダウンロード 印刷 二次利用

B ○ 〇 ×

本演題発表に関連して、開示すべきCOI関係にある
企業等はありません。
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チーム制導入のきっかけ

3

業務量の
偏り

急にスタッフが
休んでも段取り
が悪い

情報共有が
不足

休んでも安心
して休めない

働き方の
多様化

担当診療科
の偏り

学習機会
が少ない

時短勤務だとしても
サポートしてほしい
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現状の把握、チーム制導入の必要性共有、導入方法

4

②私たちの役割、目的は何？

（『ドラッガーの5つの質問』でスタッフに確認）

株式会社HRインスティチュート https://logmi.jp/business/articles/320184

①現状把握→→→→理想の姿を目指す

目的：高品質の治験業務を実施、患者さんに新薬を届ける

↓

共通認識：弱みは何か→Back up体制が希薄

Back up体制
が整う

チームの誰で
も対応可能

アカウント

作成

全員

Deligateする

資料の

共有化

負担が少な
い

情報共有
リーダー

業務の采配

リスクマネ
ジメントの

共有

③Back up体制を整えるためにはチーム制の導入が必要

負担はなるべく避けたい
最低でも以下のポイントを

整備する必要がある

④導入方法（上記のポイントをもとに…）

①2023年8月～チーム制の運用開始
②チーム制で実施するプロトコールを設定
③情報共有のツールを活用

Teams Planner、eカレンダーなど
④定期的なミーティング
⑤日々のレポート
⑥インチャージCRCが当日業務を采配
⑦リスクマネジメントに基づいた
各Visitのプロセスマップ作製、共有

⑧プロセスマップの見直し、更新、共有

最初は各チーム1プロト
コールのみを導入開始
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チーム制の実際

5

プロトコールのこの部分が
逸脱になりやすいから気を

付けよう

明日は、○○さんが忙しい
からサポート入って

ください

Teams plannerを積極的に活用

この手順は前に
経験している。注意点

は〇〇部分ね

この診療科は
初めて担当するから、
相談しながらすすめよう

プロセスマップの作製

チーム制導入時のチームメンバー構成（全CRC9名）

☆Aチーム 5人

中堅 認定CRC

中堅 認定CRC

中堅 認定CRC（時短勤務）

４年目 CRC

新人 CRC

☆Bチーム 4人

中堅 認定CRC

中堅 認定CRC

6年目 CRC（時短勤務）

新人 CRC

e-カレンダーに予定入力、

ミーティングで情報を補足する

担当している治験が治験薬、
依頼者などが共通である。
経験年数や育児中のスタッフ

などバランスを考慮

毎日/定期的なミーティング

チーム内で役立つツールを協議し、
活用した。
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チーム制前後のアンケート作成

6

チームビルディングに必要な要素 13問 活気のある組織 13問

①以下の資料を参考に、日常業務がイメージできるような設問を作成
②10点スコアで評価する。できている10点/できていない0点と設定
③無記名でアンケート実施

※上記のアンケートに加え、チーム制に対する期待、欠点についても設問を作成した
株式会社アクションラーニングソリューションズhttps://al-s.co.jp/service/menu/solution03/reference01

MMPコンサルティング大野雅之 MVPマネジメント2021 



第24回 CRCと臨床試験のあり方を考える会議 2024 in Sapporo

結果① チームビルディングに必要な要素/活気のある組織

7

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

生き甲斐

仕事観

能力に対する考え方

話題の中心

意識の中心

人間に対する考え方

思考の特性

会議で中核議論

仕事に対する責任のあり方

経営理念の浸透

失敗した時の対応

リーダーシップの捉え方

幹部、上司、リーダーの表情

業務の偏り

意見が言い易い

意見のぶつかり合い

目標の共有

自分の役割を理解

複雑な業務の取り組む姿勢

モチベーション

他のスタッフの業務把握

日常業務内容の共有

成功体験、問題点の共通化

事前のリスクマネジメント

他者支援 顧客観点

尊重、思いやり

チーム制 前後のアンケート結果 チーム制前 チーム制後

活気のある組織

チームビルディング
に必要な要素

協働意思 コミットメント

共通目的
ミッション・ビジョン

リフレクション
気づく力・学習力

他者実現 顧客観点

信頼関係の構築
Win-winの関係

10点 そう思う/している/少ない

0点 そうは思わない/できていない
/多い

グラフの広がりが大きい方が良い状態
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0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

業務達成域の拡大

パフォーマンス・生産性

の向上

モチベーションの向上

情報共有の活発化

他者支援の関係性

変化対する順応性

アイディアが生まれやす

い

リスクマネジメントが機

能する

業務代替のしくみ

業務の経験値を高める

チーム制への期待と実際

チーム制前 チーム制後

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

他人へ依存→生産性低

下

目標不明瞭、モチベー

ション低下

他人任せなスタッフが

増える

責任が不明瞭 他人の

せいにする

意見のぶつかり合いが

増える

チーム制のための業務

が増える

チーム制の欠点と実際

チーム制前 チーム制後

チーム制のための業務量が増えた
が上昇している

結果② 全体 期待と実際/欠点と実際

8

※テーマが「欠点」であるため 中心を10点と表示
グラフが大きいほうが欠点と思っている

10点 すごく期待できる
0点 全く期待できない

グラフの広がりが大きいと良い状態

10点 決してそのような事はない
0点 そう思う

変化はないように見えるが…

データ背景にチーム間で
意識の格差あり
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結果③ 機能してるか/継続したいか

9

機能していない

10%

どちらかといえば

機能していない

20%

どちらかといえ

ば機能している

50%

機能している

20%

評価

機能していない どちらかといえば機能していない

どちらかといえば機能している 機能している

やめた方がよい

10%
どちらかといえ

ばやめたい

10%

どちらかといえ

ば継続したい

40%

継続したい

40%

継続したいか

やめた方がよい

どちらかといえばやめたい

チーム制は機能しているか？ 継続したいか？
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結果④
チームに必要な醸成期間/チーム制導入について

10

1年

30%

2年

30%

3年以上

40%

その他

0%

チームに必要な醸成期間

1年 2年 3年以上 その他

導入するべきで

はなかった

20%

課題が改善した

ら継続したい

10%

継続したい

50%

まだわからない

20%

チーム制導入について

導入するべきではなかった 課題が改善したら継続したい

継続したい まだわからない

チームに必要な醸成期間 チーム制導入について
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チームメンバーの意見
良い点

休みやすくなった。相談しやすい。悩み事をチームで解決できる。

助け合いが多くなった。他のCRC業務に関心をもつ雰囲気が良くなった。

サポートして欲しいと言えるようになった。

プラスアルファで経験や気づきが多くなった。仕事の意欲が上がった。

悪い点

自分以外の治験を把握しなければならない→業務量が増える。

チーム間で協働意識に偏りが生じた。メンバーの関係性に左右された。

チームの関係性を良好に保つために必要なことは…

情報共有。健全なコミュニケーション。ポジティブワード。思いやり、感謝の気持ち。

個人の価値観が優先になってはいけない。ある程度の距離感が必要。

チームメンバーの意見を尊重する。支配的であってはならない。

チーム間の差を是正するためにチーム間の情報交換が必要。

11
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今後の課題

業務の標準化

業務の簡略化

協働作業の経験を増やす→新たな気づき課題発見につながる

心理的安全のもとチーム環境の整備

混乱期をどう乗り越えるか

12株式会社 ワークハピネスhttps://workhappiness.co.jp/blog/trend/5_tuckmanmodel/


